
2023年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL31523B09）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

コロンビア G119 卓球 個別 新規 2年 ・2024/2 ・2024/3 ・
2025/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

コロンボ国際大学

3）任地（ ボリーバル県カルタヘナ市 ） JICA事務所の所在地（ ボゴタ首都区ボゴタ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+車 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

同学は、専門職種の知識・能力と英語能力を高め、将来的に社会に貢献できるような人材を育成するために2006年に創
設された。学生約2,550名、教員約150名である。カルタヘナ市はカリブ海に面し、国内有数の観光地であり、同市収入
の大半を観光業が占める。学生の大半は経済的貧困家庭の出身であり、経済的理由から様々な機会へのアクセスを阻ま
れてきた。そのような背景から、多くの学生が同学、市、教育省が提供している奨学金を受けている。最も学生が多い
のは観光コースで、他にもシステムエンジニア、観光業経営、産業品質管理などの資格取得コース、技師・学士資格取
得コースがある。年間予算は、約300万USドル。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先となる福祉学科(健康増進やスポーツ・文化などを軸にその他のアクティビティも実施)では、スポーツや文化の
授業も提供しており、学生たちは単位取得のためにスポーツの授業も選択している。以前は、バスケットボール・バレー
ボール・サッカーに学生たちが集中していたが、最近では、卓球に関する関心も学生の間で高まってきている。しかし、
卓球の技術・知見を持った適切な指導者がいないため、十分な授業が提供できていない。また、県内では、大学間での
卓球交流試合なども開催されているが、同大学は現時点で参加出来ていない状況にある。これらの状況を改善するべく
本要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.卓球の理論面と技術面についての授業の実施
2.学内における卓球リーグの創設に関する支援
3.様々な技術を駆使した実践的な卓球の技術指導
4.学部対抗による親善を図るための試合などイベントの開催
※授業は週に2時間/回で週3回(月水金)実施、学内のリーグ戦創設や他校との交流戦を週末に活動する予定あり。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

体育用具、PC、机、椅子、卓球台2台、ラケット16本、卓球ボール、ネット
※必要に応じて道具の追加購入できる可能性あり

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
40代男性(短大、体育)、30代女性(修士、心理学)、40代男性(短大、演劇)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


活動対象者:
学生約200名(主に15～23歳)

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

スペイン語(レベル:D)又は英語(レベ
ル:B)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：指導的な立場になるため

[経験]：（競技経験）3年以上　備考：指導的な立場にな
るため
　　　　（指導経験）2年以上　備考：指導的な立場にな
るため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（15～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
配属先は、2018年4次隊の環境教育隊員を受け入れた実績があり、加えて2023年春募集に環境教育の要請を提出してい
るため、派遣期間中に同大学内に他の隊員が活動している可能性あり。
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